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図 1　人類史におけるエポック
（前野、前野、2022 年（1）を改変）

　私たちは近代化後の約 300 年の間、増加傾向社会を
生きてきた。日本には鎖国の江戸時代があったため、
3 度目の上昇局面への突入は遅れたものの、明治維新
以来 160 年間は成長社会の坂を上ってきた。しかし、
日本は、バブル崩壊以降成長が止まり、失われた 30
年を過ごしてきた。GDP も世界 3 位に落ち、閉塞（へ
いそく）感のある時代だと考えることもできるだろう。
しかし、人類史的に見ると、定常化社会は決して衰退
社会ではない。1 度目の定常化社会は心のビッグバン
といわれる約 5 万年前である。このころは、人類がア
ニミズム（自然崇拝）的な原始宗教を開始し、壁画な
どのアートを発明した時期である。つまり、人口増加
中は狩猟採集のための新天地への展開に忙しく、いわ
ゆる経済成長重視だった人たちも、成長が止まると時
間が生まれ、心にゆとりもできて、壁画や構造物に取
り組むようになり、人類の文化が栄えたということの
ようなのである。もちろん、成長が止まった局面では、
食糧不足・栄養不足に苦しんだり、部族間で争ったり
というネガティブな状況もあったであろう。だからこ
そ、人類は原始宗教とアートを発明し「いかに生きる
べきか」を考えたのではないだろうか。
　定常化社会で文化が栄えているときに温暖化が生
じ、農耕が発明された。よって、人口は増加に転じる。
また、余剰農作物を蓄積できるようになる。その結果、

　ウェルビーイング（幸せ、健康、良い状態）とい
う言葉が近年日本で頻繁に使われるようになった（1）。
私は、ウェルビーイングの潮流とは、単なる短期的な
流行ではなく、人類史における農業革命・産業革命
に匹敵する激変であると考えている。このため、産
業革命以来の資本主義経済の主要な指標である GDP

（Gross Domestic Product）から、ウェルビーイング
革命後の指標が GGW（Gross Global Well-Being）へ
と転換することの必然性と可能性について論じる（1）。

1.	 人口増加と定常化のサイクル

　米国の生態学者ディーヴェイが仮説的図式として表
した、世界人口の超長期推移のグラフがある（2）。こ
のグラフは、人類の登場からいままでの世界人口の増
加傾向を示すもので、100 万年前から現在までが三つ
の段階に分かれており、いずれの段階も、増加を示し
た後にフラットな定常期があるのが特徴である。
　同様に、京都大学の広井良典教授が模式的に描いた

「人類史における拡大・成長と定常化のサイクル」（3）

と題する図がある。図 1 にこれを簡略化して示す。人
類誕生から現在までの間に 3 度の上昇局面があり、増
加の後には長い定常化が見られる。すなわち、20 万
年前に誕生した人類は、最初、狩猟採集により生活す
る。食料が潤沢な間は人口が増えるが、食料に対して
人が増えすぎると、増加は止まり定常化する（図 1 の
定常化①）。そこで農耕が始まり、再び人口は増加に
転ずる。しかし、やがて農業による人口増加に限界が
やって来て定常化する（同定常化②）。次に産業化（工
業化）が起こり産業革命を経て情報化・金融化へと続
く。このため、再び人口が増える。しかし、その後に
地球環境の限界が到来する。日本では、育児コストの
高さと女性の再就職の難しさが壁となって、出産数の
減少による少子化が進んだ結果、すでに定常化③に突
入している。
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貧富の差が生まれ、さらには支配者と奴隷といったよ
うな階層ができ、社会格差が拡大した。
　農耕による経済成長も、やがて限界が来て止まる。
2 度目に定常化した紀元前 5 世紀前後は枢軸時代と呼
ばれる。枢軸時代は、ギリシャではソクラテス、プラ
トン、アリストテレスの活躍した時代である。インド
ではブッダが生まれ、中国では孔子、老子、荘子、孟
子などの諸子百家が輩出した時代であった。つまり、
古代の文明都市に哲学、思想、あるいは宗教が生まれ
た時代である。紀元前 5 世紀前後は精神革命の時代な
のである。西洋におけるキリスト教の誕生にはまだ
500 年ほど待たなければならないが、そこにつながる
古代ギリシャ文化やゾロアスター教などの宗教の始ま
りはこのころである。つまり、枢軸時代とは、1 度目
の踊り場と同様、定常期における閉塞感と安定感のは
ざまにさらされた人類が「いかに生きるべきか」を考
えた結果として、思想・宗教や文化を生み出した時代
といえるのではないだろうか。
　ちなみに、日本では、定常化①の時代には縄文時代
のアニミズムが栄えていたと考えられるが、それは後
の神道に影響を及ぼしたと考えるべきであろう。また、
定常化②の時代には仏教、老荘思想、儒教などのイン
ド・中国の思想が日本に影響を及ぼしたと考えられる。
仏教伝来から江戸時代まで続いた神仏習合は、二つの
定常化時代の影響が近代まで残っていたものと考える
ことができる。
　ある神道の宮司と話したところ、「神道の目的は、
祖先と森羅万象に感謝し、世界の平和と幸せを祈るこ
と」であるとおっしゃっていたのが印象的であった。
　日本に伝わった大乗仏教の思想の一つは慈悲であ
る。「世界中の生きとし生けるものが幸せであります
ように」。神道と似ている。似ている理由は、先ほど
の宮司によると「仏教が日本にやってきたころ、神道
は仏教の影響を受けた。仏教も神道の影響を受けた。
そして神仏習合した。だから似ていて当然なんです。」
とのことである。明治維新の神仏分離以降に生きる現
代人は神道と仏教は別物と考えがちであるが、定常化
③の時代には、定常化①と②の融合した神仏習合とは
何であったのかを改めて考えるべきではないかと思
う。もっというと、定常化③にあって定常化①と②に
ないのはウェルビーイングの科学や IT、AI をはじめ
とする科学技術である。定常化③の思想は、思想とし

ての神道、仏教と科学技術が融合したものになるべき
ではないだろうか。

2.	「経済成長」から「心の成長」への
パラダイムシフト

　定常時代に思想やアートが芽生えることについて
述べてきた。本稿のタイトルにあるように、GDP 第
一の時代（経済成長期・人口増加期）とは違って、定
常期とは、GDW（Gross Domestic Well-being）の時
代というべきではないだろうか。いや、国内だけに目
を向けるのではなく、世界に目を向けて GGW（Gross 
Global Well-being）を考える時代というべきかもしれ
ない。
　そのような視点から日本の現状を見ると、どのよう
に見えるだろうか。経済至上主義の観点から見ると、
失われた 30 年ともいわれる時代は経済停滞期に見え
るが、先に述べた二つの踊り場と同じことが起きつつ
あるのだとしたら、むしろ文化が花開く時代というべ
きではないだろうか。人類 3 度目の定常期を、豊かな
成熟期にすべきではないだろうか。
　日本は世界に先駆けて人口減少が起こっているが、
見方を変えれば、定常化③への曲がり角を最初に曲が
ろうとしている国であるともいえる。日本は人類史的
な曲がり角にトップランナーとしてすでに 30 年前か
ら飛び込んでいると考えることもできるのである。
　この曲がり角はもちろん日本にだけ用意されたもの
ではない。少子化、食糧危機の波は、数十年後、百数
十年後には現在人口増加中のアフリカも含めて世界全
てを飲み込む。世界人口は数十年から百数十年後には
減少に転じると考えられているのである。
　これは人類史の必然である。興味深いことに、日本
は、かつての世界の大きな潮流にいつも遅れて飛び込
んできた。例えば世界の農耕開始は約 1 万年前だが、
日本に農耕民族の弥生人が登場したのは約 3,000 年前
だから 7,000 年遅れである。産業化も英国から遅れる
こと約 150 年。このように、増加期に常に遅れて参入
した日本が、今度は先に定常化に向かっているわけで
ある。産業化で後れを取っていた鎖国時代に、日本は
世界に誇る浮世絵やわびさびの茶道などを確立する文
化的な時代を過ごしていた。つまり、日本は、豊かな
定常時代の長い国なのである。そんな日本が、世界に
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先駆けて 3 番目の定常化社会を迎えているのである。
　人口増加時代と定常時代は、経済成長時代と心の成
長時代といえる。人類は、経済成長から心の成長へと
いうステップを 2 度繰り返した後に、3 度目の経済成
長を経て 3 度目の心の成長期へと移行しつつあるので
ある。心が成長する時代というのは、心の豊かさをめ
ざすウェルビーイングの時代である。人間性を高める
時代に向けて、日本はいまその一番手にいて、産みの
苦しみを味わっているところと考えるべきではないだ
ろうか。
　こうした状況を踏まえて、国連の提唱する世界的
な取り組み MDGs（Millennium Development Goals）
や SDGs（Sustainable Development Goals） を 見 て
みよう。現在進行中の SDGs は興味深い名称である。
Sustainable は定常的な状態を表す。Development は
開発という右肩上がりの概念である。よって、SDGs
は維持と開発という相反する概念を組み合わせた目標
ということができる。移行期のゴールである。
　経済成長を続けていた 2000 年の世界で始まった
MDGs では、「格差をなくすために途上国も発展させ
よう」がゴールだった。それに続いて 2015 年から始
まった SDGs では、先進国も含めてサステナブルなデ
ベロップメントをめざしている。こう考えると、来
たるべき定常化時代における SDGs の次のゴールは
AWG（A Well-being Goal）となるべきではないだろ
うか。複数のゴールの寄せ集めではなく、単数形であ
ることにご注意いただきたい。「世界中の生きとし生
けるものの幸せ」をめざすという唯一のゴール GGW

（Gross Global Well-being）に向かうべき時代である。
そろそろ人類の全体的なトレンドとして、発展途上国
は何が何でも開発を先行させて先進国に追いつこうと
いった考え方から、人類が地球とともによりよく生き
るには開発が全てではないとする考え方に変わってい
くべきだろう。
　これは、ルネサンス時に見られた、古代ギリシャ（か
つての定常期の繁栄）に学ぼうという動きと似ている。
これからの定常期には、前にも述べたように以前の定
常期の思想である神道や仏教に学ぶべきなのである。
もちろんただの懐古主義ではなく、AI などのテクノ
ロジーも駆使しながら、例えばクールジャパンのよう
な新しいものと伝統工芸や伝統芸能、哲学・思想など
が融合して新たな文化が生まれる時代の到来とも考え

られる。つまり、ウェルビーイング産業とも呼ぶべき
産業が進展する時代である。
　現在、健康産業と呼ばれる産業がある。医学の発展
につれて予防医学としての健康学が発展し、健康意識
も高まる中で、スポーツ、フィットネス、ヨガから食物、
睡眠に至るまで、健康産業の分野は大きな広がりを見
せている。同様にいま、「幸せ」という意味でのウェル
ビーイング、つまり心の幸せをめざした産業がすでに
進展しはじめている。例えば、企業における研修やコー
チング、オンライン・オフラインでの学びに関するもの、
市 民 大 学、YouTube や Instagram、clubhouse、voicy
などの上で繰り広げられるコンテンツに至るまで、心
をよりよい状態にしようという動きは始まっている。
また、従来のモノによる経済的繁栄をめざす流れから、
人や地球環境をよりよい状態にすることを重視した
SDGs のようなトレンドへと、シフトが始まっている。
今後は全ての産業がウェルビーイング産業になってい
く時代と考えるべきではないだろうか。
　ESG 投資という流れもある。環境（Environment）、
社会（Society）、統治（Governance）に配慮するとい
う意味である。すなわち、投資をする際に、単なるも
うけのための投資ではなく、環境によいことをしてい
る会社に投資する、社会への貢献度の高い企業に投資
する、といった活動である。こうした動きは今後さら
に盛んになっていくと考えられる。
　これらのトレンドは、近年、日本よりもヨーロッパ
の方が顕著な傾向がある。環境への配慮のない企業、
児童虐待につながる労働現場を持つ企業、社会的不正
義を疑われる企業などからはものを買わない、投資を
しない、といった活動がヨーロッパでは盛んになりつ
つある。日本に対しても、火力発電で CO2を出しす
ぎていると厳しい批判の目が向けられている。ウェル
ビーイングは、個人を対象にするのみならず、個人と
社会と地球のよりよい状態を総合的に考えるものなの
である。だから前述の通り、SDGsも包含するような
概念だといえるのである。
　心の幸せを求める世界でのトレンドの一つは、人の
感性や創造性に訴えかけ、他者とのつながりを大切に
する、という流れである。経済成長から心の成長へ。
では、心の成長とは何だろうか。過去から学べば、音
楽や美術、武道、茶道、華道、神道、仏道といった文
化、芸術、思想に寄り添ったものになるのではないだ
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ろうか。伝統芸能や伝統工芸もここに含まれる。ま
た、ここに AI などのテクノロジーも介在すべきだし、
クールジャパンのような現代的な文化・芸術も一翼を
担うだろう。もちろん、それらを、金銭的欲求を満た
すためだけに展開するのではなく、それ以上に環境へ
の配慮を含めた社会性や公共性、人々の生活の文化的
な質を高める方向、すなわちウェルビーイングが高ま
る方向に価値がシフトしていくのではないかと考えら
れる。

3.	「経済成長」から「心の成長」への
パラダイムシフトに関する研究と
実践

　閉塞状態にある資本主義に対して、経済思想史が専
門の東京大学大学院齋藤幸平准教授などのように、こ
の先は共産主義の進化型をめざすべきと批判的に捉え
る意見（4）がある一方、前述の京都大学の広井良典教
授のように資本主義の範囲内でウェルビーイングを主
体に考えていくべきと唱える意見（3）もあるなど、さ
まざまな考え方が出てきている。広井教授はその主張
の中で「地球倫理」という言葉を用い、地球のことを
真剣に考えるような時代になれば今後も資本主義の枠
内で進展していけるとしている。世界に目を転じても、
統計学や経済史的視点から経済的不平等を研究するフ
ランスのトマ・ピケティ（5）や、「サピエンス全史」で
石器時代から現代までの人類の進化をつづったイスラ
エルのユヴァル・ノア・ハラリ（6）など、大きく人類
全体を俯瞰（ふかん）しようとする流れが出てきてい
るのは、いま真に人類が転換期にさしかかっているか
らであると考えられる。
　ここで興味深いのは、人類史的な大きな視点で述べ
る人も、Society 1.0 ～ 5.0（7）のように 300 年のスパン
で見る人も、さらに短くリーマンショック後のような
視点を取る人も、同じくウェルビーイングの時代が来
たと捉えていることである。いずれも経済成長に偏り
すぎ、個人主義、資本主義、自国中心主義に走りすぎ
た反省がいっそう顕著になった結果として、ルネサン
スやロマン主義のころとも似て、過去の豊かさにも学
ぶウェルビーイング時代が来ていることに関連すると
考えられる。
　いまの世情を見ていると、とてもそうは見えない、と

考える人もいるだろう。極端な自国中心主義のトラン
プ前大統領の出現や、ロシアの戦争、専横に走る中国、
英国の EU 離脱など、むしろ現代社会では自分主義、
自国中心主義が拡大しつつあるようにも見える。これ
もやはり時代の転換点を表す現象なのだと思う。要す
るに、自国の利益を守るために保守的な従来型に戻そ
うとする勢力から、ピケティ氏、ハラリ氏、広井良典氏、
齋藤幸平氏のように新しい時代が来るとする革新的な
考え方まで、つまり、保守から革新まで考え方が非常
に多様化している時代、極論すれば混沌（こんとん）
の時代なのである。先が読めない VUCA（Volatility・
Uncertainty・Complexity・Ambiguity）の時代であ
るから、どうすればよいのかがわからない。だから、
いろいろな考え方が出てくるのは当然である。この中
からどれかが淘汰（とうた）されていくことだろう。
いずれにせよ、これまでの定常期はウェルビーイング
の時代であったように、次の定常期もウェルビーイン
グの時代になるだろうと考えられる。同様に考える人
が増えているから、ウェルビーイングが注目を浴びて
いるといえるだろう。
　政治、経済、哲学、教育、実業界など、各界で大き
な議論が巻き起こっている。東京大学の公共政策の鈴
木寛教授は時代の大きな転換を「卒近代」（8）と呼び、
実業家の原丈人氏は公益資本主義（9）と呼ぶ。いずれ
も周りの世界と地球への配慮を重視する資本主義に転
換すべきとの主張である。海外でも、ダボス会議のシュ
ワブ会長（10）はグレート・リセット、すなわち産業革
命以来の成長主義をリセットすべきと発言している。
革命家を自認するジョアンナ・メイシー氏（11）はグレー
ト・ターニングと呼んで、農耕革命、産業革命以来の
三つ目のターニングポイントであるという視点を披歴
している。シューマッハ・カレッジの校長サティシュ・
クマール氏はスモール・イズ・ビューティフルという
E. F. シューマッハの言葉を用いて、大地とともに生
きるべき時代の到来を強調している（12）。電子マネー

「eumo（ユーモ）」を作った新井和宏氏は共感資本社会
への転換をめざすべきだと述べている（13）。千葉大大
学院の小林正弥教授やハーバード大マイケル・サンデ
ル教授は共同体主義への転換の必要性を強調する（14）。
京都大教授の内田由紀子教授は集団的幸福という概念
を打ち出している（15）。慶應義塾大医学部の宮田裕章
教授も、同様に co-being という概念を打ち出し、協
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調的・調和的な生き方が大切であることをうたってい
る（16）。
　それぞれ分野や視点が異なっているので違う考え方
のように見えるかもしれないが、いずれも、経済成長
重視の時代からウェルビーイングの時代への大きな転
換について語っているものだといえよう。今後、さま
ざまな議論を通して、ウェルビーイングの時代への大
転換は進展していくであろう。

4.	 ウェルビーイングについての各国
の取り組み

　日本国憲法の 13 条に、幸福追求権がうたわれてい
る。「すべて国民は、個人として尊重される。生命、
自由及び幸福追求に対する国民の権利については、公
共の福祉に反しない限り、立法その他の国政の上で、
最大の尊重を必要とする」。これが基本的人権の幸福
追求権である。
　幸福度を下げる要因の一つは、孤独・孤立である。
日本でも 2021 年に、世界で 2 番目となる孤独・孤立
対策担当大臣が設置された。ウェルビーイング政策の
一歩といえるだろう。
　英国では 2010 年に、当時のキャメロン首相が国家
としてウェルビーイングに取り組むと宣言して、統計
局がウェルビーイングを計測するようになった。つま
り、GDP ばかりを重視していた従来政策から、国民
の幸福度（GDW）も数値にして見える化しようとの
試みである。ちなみに英国では 2018 年に孤独・孤立
担当大臣を置いている。
　ニュージーランドでは、国民の幸せは国の義務と考
え、2019 年より、幸せをコンセプトに入れた予算「ウェ
ルビーイング・バジェット」を取り入れている。国民
の生活水準を向上させる取り組みには予算をつけると
している。ウェルビーイング・バジェットは五つの基
軸からなる。①メンタルヘルス支援、②子どもの幸せ
をサポート、③マオリと南太平洋諸国系民族の生活向
上、④イノベーティブな国家創生、⑤サステナブルな
経済社会への移行である。政治の枠組みなので抽象度
も高いが、広い意味でのウェルビーイングを考慮した
政策を行うということである。
　ブータンは、GNP（Gross National Product）の代
わりに GNH（Gross National Happiness）をめざすと

宣言している国である。ブータンの多くの国民はチ
ベット仏教の一種であるブータン仏教を信仰してい
る。仏教とは、基本的に心の平静を求める宗教なので、
ブータンがよりよい心の状態、つまりハピネスをめざ
すことは、仏教国として違和感はなかったのである。
一般に、ブータンは世界一幸せな国と捉えられること
があるが、そうではなく、世界に先駆けてハピネスと
いう概念を政治目標に取り入れた国ということなので
ある。
　ブータン仏教では「世界の生きとし生けるものが幸
せでありますように」と日々祈る。そうした利他性を
含めて、仏教的な幸せ感の高い国だといえるだろう。
　ウェルビーイングをキーワードとする新たな経済の
概念を基に Well-being Economy Governments という
ユニオンも結成されている。加盟しているのは、スコッ
トランド、ニュージーランド、アイスランド、ウェー
ルズ、フィンランドで、国や地域としてウェルビーイ
ング・エコノミーの理解を深め、推進することをめざ
している。ウェルビーイング・エコノミーは、自然へ
のアクセスや社会参加、コミュニティのつながりや公
平さといった、人間にとって必要とされるニーズを満
たすことが大切、というコンセプトに基づく活動であ
る。世界ではこのように、国として取り組むのみなら
ず、国家間連合を形成する動きも出はじめている中で、
日本を含むアジアはどちらかといえば出遅れている印
象がある。
　経済協力開発機構（OECD）においても、新たな教
育のフレームワーク「教育 2030」には全人類の繁栄
や持続可能性、ウェルビーイングに価値を置いて、そ
れらを重視した教育をすべきだと明記されている。つ
まり、個人と集団双方のウェルビーイングに資する教
育をすべきということについて、教育分野において
ウェルビーイングについての活発な議論が行われてい
る。OECD ではまた、所得、住宅、健康、教育、環境、
安全など、11 分野について加盟各国の状況を報告す
る Better Life Index 調査を定期的に行っている。そ
の中の一つとして、「主観的幸福（Life Satisfaction）」
がテーマとして取り上げられている。そこで測られた
各国の幸福度も、雇用不安、寿命、成人の技能、健康
状態の認識など、いくつかの指標に分けて数値化され
て発表されている。つまり、ウェルビーイングの指標
化の動きが活発化しているのである。
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　短期的視点で見ると、わが国はウェルビーイングの
指標化や予算化が遅れた国であると見ることもでき
る。一方、人類史的視点から見ると、豊かな定常期の
長い国であった。また、神道、仏教やそこから派出し
た美術・建築など、過去の定常期の思想を現代に受け
継いできた国でもある。日本は昔、和の国と呼ばれて
いた。The land of peace and harmony である。そん
な日本のこれからの役割は、世界が和の世界に移行す
ることの先導ではないだろうか（17）（18）。

5.	 おわりに

　人類史の視点から、経済成長期と定常期の繰り返し
について述べた。そして、現代社会とは経済成長期か
ら定常期（心の成長期またはウェルビーイングの時代）
への大転換時代であると考えられることについて述べ
た。タイトルに示したように、GDP の時代から GGW
の時代へのパラダイムシフトである。世界中の研究者・
実践者の発言や各国の取り組み事例がパラダイムシフ
トを支持していることについても述べた。
　全ての人が「いかに生きるべきか」を考え、全ての
生きとし生けるものの幸せを願う世界の到来を心より
願いつつ筆を置きたい。
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